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含 小児がんの集約化の現状



情報公開解析



ブロック別情報公開提出状況

2021.1.14現在
＊岐阜市民病院は、東海北陸・近畿 ２ブロックにて連携しているが、

東海北陸ブロックにて計上



白血病

神経芽腫

胚細胞性腫瘍

悪性リンパ腫

組織球症

TAM

脳脊髄腫瘍

軟部腫瘍

骨腫瘍

肝腫瘍

腎腫瘍

網膜芽腫

その他

26.5%

5.7%

23.1%

6.3%

6.2%

6.3%

5.7%

4.8%

1.8%

⼩児がん拠点病院情報公開 2017-19年集計

3.6%

2.1%

1.9%

3.3%

n=1374/年

n=1787/年

MDS
2.0%

その他 0.7%

小児がん診療病院 164施設



2013-15 2015-17 2017-19

⼩児がん拠点病院情報公開 集計の推移

脳脊髄腫瘍の捕捉率が上昇している

164施設

⽇本⼩児⾎液・がん学会 疾患登録 ⼩児がん拠点病院情報公開

150施設239施設

血液腫瘍 1082例
固形腫瘍 990例

血液腫瘍 1537例
固形腫瘍 1360例

血液腫瘍 1374例
固形腫瘍 1787例



小児がん入院のべ数からみた集約化（全国）

小児がん拠点病院 小児がん拠点病院以外

2014

2015

2016

2017

2018

36.2%

35.4%

36.0%

39.7%

40.3%

小児がん拠点病院情報公開資料より

2019 41.2%



小児がん拠点病院 小児がん拠点病院以外

2014

2015

2016

2017

2018

37.2%

34.3%

33.3%

35.6%

33.2%

小児がん拠点病院情報公開資料より

2019 33.5%

小児がん患者入院のべ日数からみた集約化（全国）



小児がんホットライン



相談内容としては、セカンドオピニオン、
治療内容（方針）、療養生活の相談など



小児がんQI（Quality Indicators）
について



小児がん拠点病院QI  について

小児がん連携病院におけるICTとの連携体制を
構築することが可能になると考えられるため、
今回の小児がん連携病院QIでも指標として

取り入れることの妥当性を検討

2013年 小児がん拠点病院15施設指定
2014年 第１期松本班「小児がん拠点病院を軸とした小児がん医療提供体制の

あり方に関する研究」 
　小児がん拠点病院でのQI算定を行う方針となり、指標案の選定開始

2015年 指標案を決定し、大阪市立総合医療センターで算定実行可能性の確認
2016年 第１回QI算定（36指標）

2017年 第２期松本班「小児がん拠点病院等の連携による移行期を含めた小児
がん医療提供体制整備に関する研究」
指標検討WG、算定WGを組織
第２回QI算定（35指標）

2018年 第３回QI算定（36指標）　　感染関連２指標についてICTとの協力
2019年 小児がん拠点病院15施設再指定

第４回QI算定



小児がん拠点病院QI

現在までに44項目の指標が検討されている。

小児がん拠点病院では達成できているとされた指
標を、連携病院QIとして採用する可能性もある。

指標検討WGにて討議
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小児がん拠点病院間格差の大きい QI指標



カテゴリ
ー１

カテゴリ
ー２

カテゴリー
３

診療病院あたり
の小児がん患者

数

北海道 4 1 11 16.2
東北 7 1 9 18.8
関東甲信越 32 3 2 21.7
東海北陸 16 3 8 15.0
近畿 23 3 12 13.5
中四国 15 1 0 12.0
九州 16 0 6 15.2
総計(149) 113 12 48 16.8

小児がん連携病院数（2020.2現在）

カテゴリー１の小児がん連携病院は、
小児がん拠点病院と同等程度の適切な
医療を提供することとされている

小児がん連携病院は2019年に指定された

課題

全国で149施設が小児がん拠点病院により指定

地域によって選定要件は異なり、
連携病院における小児がん医療の質を
評価することができていない
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拠点病院は、地域の「質の高い医療及び支援を提供す
るための一定程度の医療資源の集約化」を図るために
、次に掲げる（１）から（３）のそれぞれの類型ごと
に、小児がん連携病院を指定することができる。



R2年度 R3年度 R4年度

小児がん連携病院QI

D
P

C
A

小児がん拠点病院QI 治療関連24指標（構造指標8、過程指標6、結果指標10）
QOL関連13指標（構造指標3、過程指標7、結果指標3）

小児がん連携病院での
PDCAサイクル

連携病院QIの継続的測定

次
期
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
策
定

小児がん対策に求められる新たな指標

連携病院QIの作成 ブロック内算定WG

診療情報管理士の連携

QIの算定
QIの評価

例

小児がん拠点病院の役割を明確化

小児がん連携病院

小児がん連携病院QIの取りまとめをお願いいたします

QI算定を今後小児がん拠点病院の要件に
組み込むことも検討中



LCASについて



小児・AYA世代のがんの長期フォローアップ
に関する研修会（LCAS）



広島大学

京都府立医科大学

東京都立小児総合医療センター

来年度以降、特にAYA世代がんの長期フォローアップにも力を入れた研修を計画中。
また、小児がん拠点病院主導で開催することになるため、主幹の小児がん拠点病院を募集中。

LCAS 2020開催概要



LCAS アドバンス研修（2021.3.13 WEB開催）
担当：国立成育医療研究センター

LCASでの学習をさらに発展させ、実際の長期フォローアップ外来やトランジションの場で遭遇する困難
や課題を共有し、どのように対策をとることができるかについて、さらに知識を積み上げて取り組むため

のアドバンス研修を計画した。
長期フォローアップ上の困難例を共有し、問題点の抽出、必要な対応や対策を考え、困難例をトランジシ
ョン・ステップのバリアンスとして位置づけ、個別例での問題の詳細を検討することを目的とする。


